
【長篠・設楽原の戦いの史跡巡りガイド】 令和３年希望の春号
・奥三河にある長篠城は、信濃と三河、遠江から三河を結ぶ
交通路にあり、甲斐から西上の地政学上の要衝の地にあった。
武田勝頼は、ここを勢力下に置いておく事を必要とし、また、
父信玄が領下とした長篠城を奪還しなければならないと思い、
天正三年（１５７５）４月兵を起こした。逆に徳川家康にとっては
目の上のコブであり、戦略的要衝の地であった。
・新城市の、長篠古戦場及び設楽原古戦場に点在する数多
くの塚や碑は、戦国人の必死に生きようとした証であり、
その慰霊は地元に生きる人の務めだと思います。
新城市の古戦場の遺産は戦国の歴史の財産です。
【長篠・設楽原の戦い】の古戦場の、主な場所の、
ガイドポイントを解説しました。長篠・設楽原古戦場に
興味がある方の、参考になれば幸いです。

設楽原ボランティアガイドの会
事務局 新城市設楽原歴史資料館内
電話／FAX ０５３６－２２－０６７３

ようこそ！新城市の長篠・設楽原古戦場へ
もっと ふるさとが好きになる！ 古戦場散歩

1



【長篠・設楽原の戦いの史跡巡りのモデルコース順】

見どころ・聞きどころ
＊長篠・設楽原の古戦場 ここは戦国の歴史の分岐点

① 道の駅もっくる新城・・起点
➁ 長篠城址周辺を散策・・馬場塚・蟻封じ塚
③ 長篠城址史跡保存館内を見学・その➀～⑥
④ 大通寺・医王寺・新昌寺・松栄寺
⑤ 長篠城の攻防戦・三枝塚・鳶ヶ巣砦・中山砦
⑥ 設楽原歴史資料館・その➀～➇
⑦ 戦地本陣地・勝頼・信長・家康他
⑧ 戦いの目撃者・小屋久保・万人ヶ入り
⑨ 設楽原楽原に倒れた戦国の武人たち・山縣塚～笠井塚
⑩ 決戦の設楽原・丸山砦・馬防柵・首洗池・信玄塚
⑪ おまけ・ガイドプラス 新城市へようこそ

・のんすけは、新城軽トラ市の
マスコットキャラクターです。
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・その角を曲がると何かがある さあ歩こう歴史の舞台を！



【古戦場地図のガイドポイント】

・さあ歩こう 歴史の舞台を！

・【籠城戦】の長篠の戦いの古戦場と、４㌔程離れた、決戦場の
設楽原古戦場の地図です。織田・徳川軍と武田軍が布陣し
た決戦場の設楽原の狭さが解ります。設楽原の両隣の、平井
地区と、有海地区には、武田騎馬隊の活躍する広い舞台が
整っているように見えます。この場所の選択は、織田・徳川連
合軍の、武田騎馬隊の【機動力】を封じる作戦とも云われてい
ます。
・赤色が織田信長・徳川家康連合軍の配置です。
・黒色が武田勝頼の軍の配置です。
・緑色が山と丘陵です。
・設楽原の、連吾川を挟んで、両軍が対峙しています。
決戦が起きた、【天正３年５月２１日】の両軍の布陣です。

・長篠・設楽原古戦場には、年間３万人以上の方がお見えになります。
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【長篠・設楽原の戦いの武将年齢のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 戦いは若い明日を奪います。

・世界では 今も戦いの火種が続きます。

・この時代の個人の年齢は、不詳な人物が多く書籍により
様々な表記がされています。これは長篠城址史跡保存館内
に掲げられた看板によっています。

・武田軍の、武田勝頼を除く表記された多くの武将が
【長篠・設楽原の戦い】で命を失っています。

・長篠・設楽原の戦いでは、武田二十四将図絵で描かれた
内の八名の武将が亡くなっています。
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・信長と家康が結んだ清州同盟は、織田信長が没するまで続きました。
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【長篠・設楽原の戦いの全容のガイドポイント】
武田勝頼公

見どころ・聞きどころ＊武田軍1万人、織田・徳川連合軍
6000人の戦没者を出した戦国3大合戦の1つ

・武田勝頼軍の出陣は、武田家を裏切り徳川家康に寝返った、
奥平貞昌が守る長篠城の奪回でしたが、【結果】は設楽原で
の両軍の全面衝突と成りました。織田軍３０，０００と徳川軍
８，０００ＶＳ武田軍１５，０００の決戦でした。

・戦いとは時として、偶発的な小規模の戦が、全面対決になっ
てしまう事があります。この戦いの２年前、武田信玄が、三
方ヶ原で、徳川家康を粉砕したその勢いで菅沼定盈の守る、
野田城を開城させた【野田城の戦い】では、武田軍は２万７０
００の軍勢でした。武田勝頼は、設楽原の目の前に現れた
敵の大軍に、全軍突撃という大きな決断を下しました。

・軍勝5分を上とし、武力を驕（おごる）ことなかれ。6分の勝ちは、
１０分の勝也 8分の勝は危ふし 10分の勝は味方大負の
下作也。・・信玄公家訓

・ 6



【時代分け目の長篠・設楽原の戦いの本章ガイド】

見どころ・聞きどころ

・長篠・設楽原の戦いでは、日本最強を誇る武田軍の
【騎馬隊】の壮絶な突入も、連合軍が、放つ３０００挺の
鉄砲の前に敗れ多数の名将・勇士を失いました。。

・新城市設楽原歴史資料館の建つ、【信玄台地】は、まさに兵
共の夢の跡である。設楽原の周辺には、武田将士の慰霊の
碑・墓が祀られ供養されています。

・【種子島】から伝わった、（１５４３年）鉄砲という新兵器は、
織田信長により、設楽原で衝撃的な威力を見せつけました。
・この戦いは、以後の戦術を一変させました。
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【長篠・設楽原鉄砲隊のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ
・設楽原歴史資料館を入った所で、火縄銃の簡単な説明
を受けます。火縄銃の重さも同時に体感出来ます。

・鉄砲伝来は、以後予算無しと語呂合わせで覚えます。
【１５４３年】に、種子島にポルトガル人が２挺伝え
ました。種子島では、当時海岸で良質な砂鉄が取れま
した。八板金兵衛が苦心の末に、尾ねじの仕組みを解
明し待望の火縄銃を一年後には完成させました。

・決戦場まつりでは、馬防柵再現地で、地元の長篠・設
楽原鉄砲隊が【鉄炮三段撃ち】の演武を披露してい
ます。信玄塚では、礼射を戦没者の御霊に捧げます。

・空砲ながら、間断なく響き渡る【銃声】と立ち上る
【硝煙】が、関係者と観客を魅了します。

・決戦場まつり
馬防柵再現地
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【織田・徳川軍の甲斐への侵攻の危機が迫って来た】

【武田勝頼の決断と選択・偶然が武田家を滅亡させた】

・長年の敵であった、上杉謙信との間で同盟を結んだ。
・同盟先の北条氏政より夫人を迎え入れた。（北条夫人）
・防衛拠点として，新府城を築いた。 躑躅ヶ埼館より転居
＊上杉謙信が厠で急死した。家督相続【御館の乱】で、上杉景勝
側に付き、相手の景虎【北条氏政の弟】を自害させたことで
北条氏との同盟が破棄され、大きな誤算を招いた。逆に織田
・徳川と同盟を結ばれ三方の地域から侵攻が始まった。
＊新府城を築くことで、家臣団の疲弊と不満が噴出した。
＊甲州金山の採掘が少なくなり、軍資金が不足してきた。
＊高天神城を救援できなかった事で、威信の失墜に繋がった。
＊浅間山の噴火で、兵士に不安と、動揺が走り離散が相次いだ。

・信玄の時代には、黒川金山などから
豊富な甲州金が採掘されていました。
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【新城城のその後のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 菅沼氏の家紋 三釘貫（みつくぎぬき）

・新城城は、この戦いで長篠城が荒廃した為、奥平信昌が
城の材木を豊川に流し、７㌔程下流で拾い上げ急ピッチで
完成させたお城で、縄張りは長篠城を写しました。新城城の
本丸西郭は、長篠城の弾正曲輪を、三の丸は瓢箪曲輪を移行
して翌年の天正４年には入城しています。・新城城は、江戸時
代に入り、周辺が天領となってあとは、１６４８年【慶安元年】から明治
維新直後迄は、菅沼氏が新城陣屋として統治をしていました。
現在、新城市役所の裏にある、新城小学校の辺りが【新城城】です。
土塁と、新城城跡の石碑が在ります。【桜淵公園】も、新城城主が、
豊川湖畔を散策するために、整備されたものと云われています。
・菅沼氏の菩提寺が、新城市内にある【宗堅寺】です。・菅沼氏は、
野田城を築いた初代定則、二代目定村、三代目定盈の三代にわた
り松平氏・徳川氏を支え続け、武田信玄を大いに苦しめ、徳川家康
の天下統一に大きな役割を果たした
と云われています。 桜渕公園にて➡

・桜淵のいかだカーニバル：当時大勢の人が
手作イカダで、弁天橋から豊川の急流を桜淵迄
チャレンジしました、思い出写真：私は誰でしょう？
答え 渡辺裕之氏です。 10



👆 田峯城まつり
パンフレットより
決戦 拒絶

設楽原➡田峯城を目指して 田峯城✖➡武節城
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【武田勝頼公のその後】
見どころ・聞きどころ 甲州市積雲寺にある

武田軍の軍旗➡

・連戦連勝の武田勝頼も、【長篠・設楽原の戦い】で大敗北を
喫してしまいます、この戦いで多くの優秀な武将を失ったこと
が、僅か７年後に、戦国の名門武田家の滅亡にも繋がります。

・【武田勝頼軍は、なぜ敗れたのか？】
①武田勝頼が、相手大将と比べ（経験が浅い）若かった。
・信長４２歳 家康３４歳ＶＳ勝頼３０歳・信長軍には秀吉３８歳も
②信長・家康に比べ、鉄砲や火薬の入手が困難であった。
・大阪の堺は、信長に抑えられていた。兵農分離の部隊組織
が遅れていた。一族郎党の部隊編成であった。
③名門武田家の跡目相続のしこりが残っていた。勝頼は諏訪
の人間・・諏訪四郎勝頼が当主になった。⇛武田四郎勝頼
・信玄以来の宿老と、勝頼に近い家臣の間にずれが生じた事。
④父信玄でさえ攻略することが出来なかった、【高天神城】を
攻略した自信が裏目に出た事。

１２



【塚・墓・碑『設楽原戦場考』に基づいています】

・しかしこの冊子では、武将のお墓が一族の墓域であり広い
場合が多いため墓を全て【塚】で表記してあります。
見どころ・聞きどころ
・設楽原古戦場の一帯には、この他にも多くの史跡が
立てられ護られ供養されてています。
・【設楽原戦場考の説明】
金子藷山は、渥美郡の人で、慶長十二年に戦跡巡りを
して『藷山随筆・戦場考』を書いています。戦没者の
三十三回忌の年であり、辺りにはまだ硝煙と、血のに
おいが漂うような気配がして、戦いを直接見聞きした
人からは、生々しいその様子を伺う事が出来たと思わ
れます。設原古戦場の貴重な【巡歴髄筆】です。

武田軍の軍記：『甲陽軍鑑』
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【戦いのゆかりのお寺のガイドポイント】：訪ねてみましょう

見どころ・聞きどころ

・①の大通寺と、⑥の般若寺 ⑦の福来寺は現在住職が
居ない無人のお寺です。

・②の医王寺では、【御朱印】が頂けます。到着時に
依頼すれば、見学後に頂くことが出来ます。＠３００円

・大宮の【般若寺】の裏山には、空道和尚が入寂したと伝わる
お墓が在ります。探すのに少し苦労を要します。

・聖堂山勝楽寺では、【長篠・設楽原の戦い】の戦没者の、武田軍

の９３位牌、連合軍１９位牌、諸霊の位牌、合計１１３位牌に、
毎朝住職の読経が続いています。

・勝楽寺の三祖玄賀和尚導師となり
火おんどりのお施餓鬼が始めら
れました。
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【火おんどりのガイドポイント】：伝承を受け継ぐ

見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原
松明制作風景写真👉

・火おんどりは、現在竹広の住民たちで作る【火おんどり保存
会】が中心になって行われている８月１５日の盆供養です。
・戦いのあった年の夏、戦死者を埋葬した塚から大量の蜂の
大群が出て来て、人や馬を刺したことから、村人は蜂を武田
軍の亡霊の仕業と信じて、勝楽寺の玄賀和尚が導師となり、
松明を灯して供養したのが始まりと云われています。以来、
太平洋戦争の間でも、絶える事無く連綿と続けられて来ました。

【塚より亡霊蜂の大群と化して人馬を刺し信州往還不通となれ
ば勝楽寺三祖玄賀和尚導師となり村人共々大施餓鬼松焚供
養せしところ群蜂の患止みしと是即ち火おんどりの始めと言
い伝う】

信玄塚閻魔堂の石碑より

・コロナ禍の令和２年８月１５日も、５時からのお施餓鬼に続き、竹広区と八束穂信玄組長
の久米様を客分として迎え、４４５年目となる火おんどりが規模を縮小して行われました。
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・火おんどりの伝承を受け継ぐ・・親から子供へ 先祖の心を誇りに思うから続く火祀り
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＊ガイドはここでお客様をお出迎えいたします。

一期一会
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【長篠の古戦場のガイドポイント】：ゆっくり歩いてみよう！
【織田信長・徳川家康軍はなぜ勝てたのか】

①長篠城の守りが固く落ちなかったこと。兵士の士気が

高く兵糧も十分にあった。（但し５月１４日の武田軍
の猛攻で、弾正郭・二の丸の食量庫が落とされ、絶体
絶命の窮地に陥った。）・長篠城は、天然の要害の地、
川面から２５㍍の断崖上に築かれたお城であった。
②長篠城から離れた、設楽原の連吾川右岸に【馬防柵】
を築き、大量の鉄炮で、武田軍を待ち受けた事。
③長篠城の背後を突く、酒井忠次軍の、鳶ヶ巣山
【奇襲作戦が成功した】事。
鳶ヶ巣山攻撃で、武田軍の背後から、鉄炮の音が聞こ
え武田勝頼軍に、退路を断たれた感じを与えた事。
④長篠城を脱した鳥居強右衛門と、鈴木金七郎の使者が、
【長篠城】と【設楽原】の情報を伝える事が出来た事。
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【長篠古戦場史跡散策のポイント】:安全第一

見どころ・聞きどころ 長篠の古戦場にも見どころ一杯！

・おすすめ【リ】 ・三枝兄弟の墓の散策
・おすすめ【ヌ】 ・鳶ヶ巣山砦の散策
・おすすめ【ル】 ・中山砦の散策

↑長篠城趾内の看板
・・以上の３箇所は長篠城址の対岸の為、足をのばして
車での探索をお勧め致します。必見の価値が有ります。
急な山道で、道幅も狭い為、バス及びマイクロバスは通行
出来ません！ 👇酒井忠次と家紋

・長篠城址から見た
鳶ヶ巣山遠望
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【長篠大橋から見た寒狭川の流れのガイドポイント】
：川を覗いてみょう！

見どころ・聞きどころ 新城市長篠地内

・道の駅もっくる新城から、長篠城址に向かう国道１５１号線上
にあります。もっくる新城から約８分程度で長篠大橋を
通過します。
・スピードの減速をして窓の左右を見学します。
ここから下流では直角に川の流れが曲がり、長篠城址へと
続きます。まさに此処が長篠城の外堀の役目を果たして、
曲がった川の行先が、長篠城の内堀になっていました。
長篠史跡保存館内の、奥の地理写真で確認することが
出来ます。【特異な川の曲がり】に驚きます。

・武田軍は、この上流の寒狭川の猿橋付近に、簡易な
橋を掛けて渡ったと云われています。

・鮎滝の上流３００m程の場所が
渡河地点の猿橋です。
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←・笠網漁は出沢地区に
伝わる独特の漁法です。



・貴方は上記の中で何ヶ所尋ねたことがありますか？？
21



【馬場信房公の長篠塚のガイドポイント】：戦いの跡
見どころ・話どころ 新城市長篠字西野々５１－１番地

【へ】 平然と 首を渡す 美濃守・・・・イロハカルタ
・馬場信房は、乗っていた白馬【迷途月毛】を、笠井満秀に渡し
武田勝頼公が、寒狭川を越えて落ち延びるのを見届けて、
【殿戦】を務めたと伝わります。

・馬場信房の長篠塚は、長篠城址から、新城方面に向かい、
長篠大橋の手前を、左に折れた４０㍍程のところに在ります。

トク得情報！・馬場塚の道を挟んだ前に食事処：【こんたく長篠】が
あります。焼き肉レストランでランチバイキングも

楽しめます。美味しい鳳来牛が味わえます。JA愛知東運営
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・中央構造線の、我が国最長・最大の断層帯の【露頭】が、
この豊川の岸を降りた場所で見ることが出来ます。
中央構造線は、長野県の諏訪湖の南から、愛知県の
新城市の宇連川・豊川と続き【九州の八代】迄続いています。

・長篠大橋周辺では、およそ【３００m】の幅で見事な圧砕岩を
見ることが出来ます。

・その露頭は、豊川右岸の川沿いに新城市の北東から、
東南に向かって各所で見ることが出来ます。
写真の新城市役所庁舎の南側近くにもあります。

新城市の市章と
新城市役所

・新城城址前の位置が新城市役所です
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【蟻封じ塚のガイドポイント】:戦いの跡
見どころ・聞きどころ 新城市長篠字広面３０番地

・蟻封じ塚は、長篠城址跡の西端から、国道１５１号線
を新城方面に歩いて５分程の【右側】に在ります。

碑表の文字は、【安永五丙申稔四月日 金光最勝彗
彗石蟻封成・・・】とあります。
この塚の近くの、長篠城の【大手門跡】の石碑を、
見つけて下さい。長篠城の【縄張り】が、大変大き
なエリアであった事が解ります。
今でも、この塚の付近の住民は、塚の周りの【土】を
屋敷に撒くと、蟻が近寄らないと言われています。
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・ここでは【蟻】：信玄塚では【蜂】

・鎮魂の祀りが伝承されています。
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【長篠城址史跡保存館のガイドポイント】：天候を考慮します
・史跡保存館前の看板で戦いの様子を見聞します。
・長篠城の位置関係 ・境目の城：決戦の設楽原の位置：
信長、家康の位置等・長篠城攻め本陣の医王寺の位置確認
・戦いの時：天正３年５月２１日 ・信玄公の跡目を継いだ勝頼公は、
【４月１２日】に信玄公の三回忌を済ませ１万５０００の兵で 、三河
の国長篠城奪回の為、甲斐の甲府の躑躅ヶ埼の館を出撃した。
・5月21日未明の酒井忠次の鳶ヶ巣山【奇襲作戦】が成功したこと。
・JR飯田線が史跡内を走ること。
・本丸跡を散策します。【約２０分】（大雨の場合は回廊を回ります）
・横矢掛けの土塁、鳶ヶ巣砦他武田五砦の位置の説明、
鳥居強右衛門の話、寒狭川と宇連川を覗く。長篠のぼりまつりの
説明、城の方角説明、遠江、信濃、三河の位置関係説明。
・長篠史跡保存館入館【約２０分】血染めの陣太鼓・武田信玄公の
遺言書の説明。
・奥平家の話・強右衛門背旗の話・新城城の話・田峯城の内乱の
話等の説明。

武田軍が渡河した猿橋
（寒狭川）
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【長篠城址史跡保存館のガイドポイント】：他のお客様を考慮して話す
見どころ・聞きどころ 新城市長篠字市場市場２２-１番地

・長篠城址史跡保存館の初代館長の、丸山彭氏は、（１９０２
～８８年）郷土史研究の傍ら、史跡保存館の建設に尽力しま
した。１９６４年の開館準備の中で、各地に出向き戦いに関する
多くの資料を収集してきました。又、この戦いの書籍を数多く
発行しています。
・【血染めの陣太鼓】も、その中の一つで、大分県の中津城に
展示されていた貴重な品物でしたが、長篠城址史跡保存館
が、出向いて譲り受けたものです。
・戦い当時、武田軍の猛攻中、５００の長篠城兵の【戦意鼓舞】
の為使用されたと伝わる、陣太鼓には、【血痕】が所どころに
付いています。籠城戦の激しさを物語る物です。

・長篠城主
奥平信昌と家紋
奥様の亀姫

＊古戦場検定➀：徳川四天王とは、本多忠勝・榊原康政・井伊直政と誰でしょう？ 27



【信玄公の遺言書の意味する事とは？】：館内の遺言書のコピー

・武田信玄公が、死期を悟り勝頼の立場を【陣代】
と留め、譜代の宿老たちによる集団指導体制への移行
を示した、信玄公の【遺言書】は、武田軍団に、不協
和音を生じさせるとともに、武田勝頼の立場を不安定にし、 終生
終生に渡り武田勝頼を苦しめました。

・武田勝頼の立場は、【遺言書】で陣代と規定され、
武田家の名目的な当主は、勝頼の嫡子【武田信勝】と
定められました。

・武田信玄は、【諏訪法性の兜】と武神として名高い
諏訪大明神の【大】の旗印の使用を認め、武田軍の
象徴の【風林火山】の旗印の使用は認めませんでした。

信玄が火葬されたと
伝わる長野県長岳寺➡

28
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【長篠城のガイドポイント】：回廊を廻ってみょう！
保存館回廊の展望筒➡

見どころ・聞きどころ 新城市長篠城址

・武田勝頼は信玄公の、【三回忌】を４月１２日に
躑躅ヶ埼の館で執り行い満を持して【三河の東の要：
長篠城を攻撃した】、そこは武田家を寝返えり、徳川家康の
家臣となった、作手亀山城の城主であった【奥平貞昌】が
守っていました。
・５月１４日に、武田軍の猛攻撃で、弾正郭と二の丸（食量庫）を
奪われてしまった。此処での戦いで、武田軍は８００人の

戦死者を被った記録があります。

・本丸のみを残す事になった、城主奥平貞昌は，援軍
要請の使者を、鳥居強右衛門と鈴木金七郎に託します。

・岡崎への使者は同時説、別行動説
もあります。
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みどころ 聞きどころ 新城強右衛門久楽部のホームページを参照して下さい！

３０

【長篠のぼりまつり戦国街道ランのガイドポイント】

➀第１回は、駅伝方式で行い次からはフルマラソンに変えて２０回以上実施しています。

➁岡崎城を朝５時３０分にスタート、長篠城址迄６５㌔の完走を目指します。２時３０分着予定

③コース：岡崎市内～額田～くらがり峠～本宮山～馬防柵～新城総合公園～長篠城址。

⑥戦国街道ランは、毎年5月5日の長篠のぼりまつりの恒例行事です。

④エイド車２台と、救護車（マイクロバス）で交互に、１０㌔程の場所で休憩を取り
ながら安全に楽しみながら７名程度のグループで走ります。ランナーは公道を走る為
５０名限定です。

➄１０回大会は、記念として長篠、岡崎の往復１３０㌔を走破した兵（つわもの）もおりま
した。

➆強右門マラソンの記録は、大海自動車本社（なるほど館）で見聞することが出来
ます。要予約してください。

・岡崎城の城門前
・新城総合公園１４時頃最終エイド朝５時３０分スタート



【お堀とタニシまつりのガイドポイント】・横矢掛けのお堀

見どころ・聞きどころ 新城市長篠城址内

・【タニシまつり】は、大分県の中津市の中津城のそば
にある、奥平神社の例大祭で盛大に行われて来ました。
・過去には、市町村合併以前は、新城市と（旧鳳来町）
（旧作手村）からも毎年、代表者が地元で取れたタニシを、
祭りの祭壇に供えていた時期がありました。
・お堀は現在空堀ですが、戦い当時は、城の北側の
【貯水池】から水を引いていた記録があります。

九州大分県中津市の

・中津は、福沢諭吉の生誕の地です。
31
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【長篠城址史跡保存館のガイドポイント】：さかさ桑は他にもあります

見どころ・聞きどころ 新城市長篠城址内

・昭和４年12月17日に、長篠城址の重要な部分が国の指定
史蹟となりました。

・昭和３９年（１９６４）長篠城内の【帯郭跡】に建設されました。
鉄筋コンクリート２階建て瓦葺きです。階下は，休憩所・
・会議所・二階は展示室になっています。

・二階には回廊を設けて、展望筒を設けて、周辺の史跡の
位置が分かるようになっています。 医王寺・大通寺や
鳥居強右衛門が、長篠城の城兵に叫んだ場所等が見れます。

・展示品は、長篠の戦いを中心にした武具・文献など多くの
遺品で、戦国の【激動期】をわかりやすく展示しています。

・強右衛門が、長篠城の城兵に向かって叫んだ場所は、長篠城址史跡保存館のすぐ近く
で、強右衛門が磔刑になった場所【有海の篠野】とは異なります。
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【風になびく葦の如く 山家三方衆】：地方豪族の生きざま

・【田峰の菅沼氏】 【長篠の菅沼氏】 【作手の奥平氏】の地方
豪族は、諸大名の動きの中で、時には人質を差し出し、一族
兄弟が敵味方に分かれて戦いました。この山家三方衆の
従属と同じく三河の国の長篠城も変遷してきました。

・天文年間（1540頃）・・・松平清康死後・・・今川方に
・永禄３年 （1560)・・・・・・今川義元死後・・・松平方に
・永禄８年（1565)‥‥‥武田信玄侵入後・・武田方に
・元亀４年（1573)・・・・・・武田信玄死後・・・・徳川方に

＊作手奥平氏が武田方から、徳川家康に従属を変えたことが、
長篠城の籠城戦から、設楽原の決戦に繋がることになります。

・長篠城主奥平貞昌の弟：奥平仙千代の墓（１４歳）➡
鳳来寺山麓の門屋地区で祀られています。
近くには、於ふう（１６歳）虎之助（１６歳）の墓も祀ら
れています。・奥平家の礎となり、奥平家に繋がる３人
は人質の定めとして処刑されました。
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【長篠城包囲配陣表】：武田軍の包囲布陣

・大通寺山 馬場信房ら ２，０００人
・天神山 土屋昌次ら ２，５００人
・篠場野 穴山信君ら １，５００人
・有海原 山縣昌景ら １，０００人
・医王寺山 武田勝頼 ３，０００人
・鳶ヶ巣山 武田信実ら １，０００人
・岩 代 内藤昌豊ら ２，０００人
・本陣後方 甘利信康ら ２，０００人

・その他 久間砦 中山砦 姥ヶ懐砦 君ヶ伏床砦

・石座神社の空道和尚作と伝わる【神馬】の伝説
・連吾川の【賓頭盧ばばあ】の伝説など古戦場の各地に
多くの伝説が伝わります。

・長篠城の城藪稲荷の【おとら狐】の伝説
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【達磨山：大通寺のガイドポイント】：訣杯の泉を探してみょう
見どころ・聞きどころ 新城市長篠字市場

・長篠城址からすぐ近くの場所に在ります。勝頼の本陣の
置かれた【医王寺】へは、今でも裏山から山道を歩いて行く
ことが出来ます。（連絡道）当時此処は、武田軍の長篠攻め
の、最前線の場所でした。武田軍の、馬場信房軍が陣を敷き
ました。武田四将訣杯の【泉】が見どころです。

・此処からは、眼下に長篠城址と、宇連川対岸の【武田五砦
の鳶ヶ巣山】を望む事が出来るロケーションが素敵なエリア
です。武田軍の末裔の、長篠望月家に在った大灯篭が
出迎えてくれます。

・現在は住職が無人のお寺で、医王寺住職が兼ねています。

・長篠城址から移築された
城藪稲荷大明神
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【長篠山：医王寺のガイドのポイント】：片葉のアシを探そう
見どころ・聞きどころ 新城市長篠字阿弥陀前：医王寺

・現在の医王寺の本堂は、大正3年５月に再建されたものです。
・【医王寺の物見櫓】医王寺開祖５００年祭と、長篠のぼりまつり
５０周年をお祝いして、高さ8㍍広さ1２㎡の木製で長篠環境委員
会により平成２６年６月２２日に、医王寺山の頂上に完工されました。
医王寺山には、左右どちらからでも登る事が出来ます。
杖が準備されています。往復約２０分程度要します。
・民俗史料館と、医王寺２階の寺宝殿も【必見】の価値が有ります。
時間が許せば両方の館の見学をお勧めします。この寺が、長篠の
戦いの本陣跡であった関係上、武田軍の遺品も数多くあります。
長篠城址史跡保存館見学後【医王寺】にも足を延ばしたい場所です。
・医王寺の【弥陀池】は、令和２年１月１９日に、テレビ東京の
【緊急SOS池の水全部抜きます】の撮影が行われ多くの見物
人で賑わいました。

・弥陀池では、石亀・ぬま貝・大タニシ
などの準絶滅危惧種が多く確認さ
れました。
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【武田勝頼の運命を分けた３つの選択】：どれが正解なのか？
アンダーラインが勝頼が取った選択

・【長篠・設楽原の戦い】の決断

A案 敵を前にしての一時退脚

B案 長篠城を力攻めにして、そこでの籠城戦

C案 設楽原に打ち出して決戦を挑む

・【御館の乱】における支持の選択の決断：外交政策失敗

A案 上杉景勝派に味方➡・甲相（氏政）越の３国同盟破棄

B案 上杉景虎（北条氏政の弟）➡自害

・【再起を期した戦い拠点】の選択の決断

A案 真田昌幸の上州【岩櫃城】の選択

B案 防衛拠点として勝頼が築いた【新府城】の選択

C案 小山田信茂の【岩殿城】の選択

・貴方ならどれを
選択しますか？
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【興国山：新昌寺のガイドポイント】:お墓にお参りしましょう

見どころ・聞きどころ 新城市有海字稲葉：新昌寺境内

・新昌寺内に在る、鳥居強右衛門を祀る【鳥居閣】は
地元住民により境内に建てられました。

・近くのＪＲ飯田線の駅名も【鳥居駅】と名付けられました。

・戦い後、鳥居強右衛門の遺体は、近くの【喜船庵】に
埋葬されました。喜船庵とは現在の新昌寺です。
お墓の碑面は以下の様に彫られています。

天正三乙亥年
智海常通居士 五月十六日
俗名 鳥居強右衛門勝商 行年三十六歳

・鳥居強右衛門の子孫は、主君奥平信昌により取り立てられ代々
強右衛門を名乗り、幕末には忍城の家老にまで出世しています。
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【鳥居強右衛門のガイドポイント】：磔死之趾碑の位置は長篠城の対岸
見どころ・聞きどころ 新城市有海字篠原：長篠城址対岸

・鳥居強右衛門は、太平洋戦争の戦前は、忠君愛国のシンボ
ルとされ、毎年４月末に行われる【鳥居強右衛門まつり】
も盛大に行われていましたが、近年は、地元有海区の住民が
【郷土の英雄】としてまつりを行っています。
・太平洋戦争中には、【生きて虜囚の辱めを受けず】と
強兵策に、帝国陸軍参謀本部に利用されました。
・新昌寺から、牛渕橋に向かって飯田線の踏切の手前を左に
折れた場所に、【鳥居強右衛門磔死之趾碑】の石碑があります。
大正２年４月１６日に、長篠古戦場顕彰会の
主唱により建てられました。・新城市内には、戦いに因んだ駅名が
多くあります。野田城駅・新城駅・茶臼山駅
・鳥居駅・長篠城駅など

・ＪＲ飯田線鳥居駅
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『鳥居強右衛門勝商についてガイドポイント』

見どころ・聞きどころ

・鳥居強右衛門の墓は、新昌寺の他にも、作手鴨ケ谷
の【甘泉寺】境内にも在ります。作手亀山城の奥平氏
により、菩提寺である甘泉寺に、墓参を容易にする為に
新城市の有海の、新昌寺から分骨してお墓を建てました。

・このほかにも、生誕地の豊川の市田に在る、【松栄寺】にも
鳥居強右衛門勝商生誕の地碑と、お墓があります。近くの
赤塚山公園にも、【鳥居強右衛門顕彰碑】が在ります。

・鳥居強右衛門の川を泳ぎ、野山を【トライアスロン】の様
に激走した活躍が【長篠・設楽原の戦い】を織田信長・徳川家康軍を
勝利に導きました。
・鳥居強右衛門の辞世の句は、後年に作られたようです。

・鳥居強右衛門を讃える歌は、明治、大正、昭和、平成と数多く
作られて歌われて来ました。４４ページに載せたのは平成の曲
です。 40



・愛知県豊川市の市田の松永寺の境内には、
市田【鳥居本家】の墓地があります。
住所・豊川市市田町字中之島５７番地
松永寺には木像の鳥居強右衛門がお祀りしてあります。
本堂裏に、【烈士鳥居強右衛門勝商誕生の地】の石碑
高さ3ｍ程が「愛知県」により建立されています。

・戦国武将は、戦い時は、神社仏閣に陣を布陣するのが、
常でした。長篠・設楽原の戦いでも、武田勝頼は、
長篠城の近くの【医王寺】に置き、織田信長は、上平
井の【極楽寺】に本陣を置いています。戦火で焼失す
る場合も多く、極楽寺は、武田軍により燃やされた？
とも、あるいは、失火？とも伝わります。徳川家康は、
本陣を竹広の【八釼神社】に置きました。
・設楽原に到着次第、織田信長・徳川家康が軍議を開い
た、【極楽寺跡】は、昭和４３年に豊川用水路西部
幹線により用水敷となり完全に消滅しました。

・上の色紙が読めますか？ 元気は宝 健康は財産 笑顔は長寿の源
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・桜淵の素敵な絵は平井今泉紙店様 42

【長篠のぼりまつり】
岡崎城～長篠城址到着時
新城強右衛門久楽部

ゼッケン➡

国街道ラン（65㌔）参加証

・ヒト 二ハ シンボウ ダイ イチ
と書いてお金という字になります。



【鈴木金七郎の業績を見直す会】では、様々な
地域活動を通して、鈴木金七郎重正を顕彰して
多くの方に業績を発信しています。
【ら】 来援を見届け金七郎 帰農する・・イロハカルタ
＊オリジナル応援歌【我らの鈴木金七郎】制作
＊創作講談：【もう一人の強右衛門：鈴木金七郎】 ＊
狼煙場の【ノタ場】に行こうハイキング
＊鈴木金七郎物語：カラクリボックス制作
＊狼煙場ウォーク
＊鈴木金七郎を見直そう講演会の実施
＊看板等の制作・設置
＊決戦場まつり：長篠のぼりまつり：古城まつりでPR
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【烈士鳥居強右衛門勝商の実像に迫る】

・天正３年５月１４日、長篠城では、落城寸前の緊迫した空気の
中で軍議が開かれた。この時はじめて、鳥居強右衛門と言う
名が表面に出た。長篠城の運命しいては、織田・徳川両氏の
運命に関わる重大な任務を担って、城を脱出し救援の大役を
果たし、救援は来るぞと、真実の事を叫んで５月１６日に磔に
なった。雑兵という低い身分の彼が、歴史の表に立って活動
したのは、実にこの【３日間】であった。そして日本の歴史に
大きな役割を残しました。書籍『鳥居強右衛門の子孫より』

・強右衛門の子孫は、代々奥平貞昌の４男松平忠明及び
その子孫に仕え明治維新を埼玉県忍城で迎えました、
１４代鳥居商方が最後の武士である。又大分県中津市では、
中津蕃１０万石、最後の殿様が１５代奥平昌邁公であり、
５月には九州中津市では【タニシまつり】を行い往時を
偲んでいます。

・ 鳥居強右衛門のイラスト
44



・奇襲隊進軍コース図 ・酒井忠次の陶人形 乗本 梶村昌義氏提供

・パソコンで酒井忠次と山形県鶴岡市を検索して見たら、驚く事柄が出てきました！ 45



【三枝守友・守義兄弟の塚のガイドポイント】：奇襲の跡

見どころ・聞きどころ 新城市長篠乗本地内

･大正３年５月に長篠古戦場顕彰会が、【姥ヶ懐武田浪人組陣
地】の花崗岩の石柱を建てました。此の大きなお墓は、
昭和５７年１２月１５日に、東京都に住む三枝氏の
【末裔の杉本幸子氏】が、私財で建立したお墓だそうです。

・酒井忠次率いる織田・徳川軍の【奇襲隊】は、平井の【極楽
寺】で軍議を開くと、５月２０日に秘密りに出陣し、船着山を
迂回して、松山観音堂前から、松山峠を超えて、５月２１日の
払暁武田五砦に襲い掛かりました。この奇襲により武田五砦
は、壊滅して長篠城も、武田軍の囲みから開放されることに
成りました。奇襲隊の第一目標は長篠城の奪還でした。
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【鳶ヶ巣山砦のガイドポイント】：奇襲の跡
見どころ・聞きどころ 新城市字鳶ヶ巣：乗本

・乗本集落から急な斜面の、鳶ヶ巣山を登り切った場所に在ります。
武田軍が築いた五箇所の付け城の【要】の役割を担いました。
当時は、この場所から長篠城が、眼下に見渡すことが出来ました。
・万灯山では、毎年８月１５日には、【乗本万灯】で、戦いの戦没者
の慰霊の盆行事が行われています。
・鳶ヶ巣山の奇襲攻撃は【何時】に行われたのか？
看板には２１日の払暁と書かれていますが、払暁とは何時なのか、
『信長公記』では、【辰の刻】とあります。
辰の刻とは、午前８時頃ですので、早朝に設楽原で戦闘が
開始されたとしたら２時間後となります。
奇襲攻撃は、武田軍を【背後】から脅かしました。
・【久間山砦】・・山の山頂に本陣跡とみられる場所と、それを現す
石碑があります。往時は、久間山から川向うの、長篠城や篠場野、
有海村辺りが一望でき、豊川を見張る【監視役】の役割を担って
いました。
・暁の酒井忠次軍の武田五砦の急襲攻撃の成功は、戦いの勝敗に
大きな役割を果しました。酒井忠次はこの戦いのMVPの武将です。

・鳶ヶ巣山砦から復元中山砦に向かうには、二又に分かれた道の下方向に進みます。
47



【中山砦のガイドポイント】：奇襲の跡
見どころ・聞きどころ 新城市乗本字坊貝津･舟津

【き】 奇襲隊 広瀬を渡りて 鳶ヶ巣へ・・・イロハカルタ
・鳶ヶ巣砦跡から、車で林の中を５分程の場所に在ります。

・この中山砦からは、長篠城址、医王寺などを眼下に見渡すこ
とが出来ます。新東名高速道路の先には、【設楽原古戦場】
も望む事が出来ます。雁峰山に連なる本宮山の山並みも、
はるか向こうに見えます。

・鳶ヶ巣山奇襲攻撃隊の編成には、酒井忠次を総大将として、
地元の地理に明るい、設楽貞通（川路城主）・菅沼定盈（野
田城主）・（奥平貞能）・奥平貞昌の父）などが先導して、
道案内には、吉川村の豊田藤助、乗本の阿部四郎兵衛、
兵数約３０００人であったと伝わります。この攻撃で中山砦・
君ヶ懐砦・姥ヶ懐砦・鳶ヶ巣砦・久間砦が撃ち破られました。。

・復元文殊山砦 ➡ 新城市の作手地区には、
多くの山城があります。武田氏と徳川氏の
戦力の境界の接点の地であった為です。
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【牛渕橋から見た長篠城址のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 牛渕橋➡

・牛渕橋は、昭和４年に吊り橋より今の永久
橋に架替えられました。
・牛渕橋の、手前でバスを降りて、車に注意するよう誘導しなが
ら【牛渕橋】の中央付近で止まり、長篠城址方面と下流を
見学します。
・飯田線の線路が、長篠城址内を走っているのが見えます。

・武田軍が、鳴子を張って警戒した豊川の場所を確認します。

・鳥居強右衛門が、脱出した不浄口辺りを確認します。

・鳶ヶ巣山砦、中山砦方向は牛渕橋を渡った目の前です。

・豊川の夏の風物詞
鮎の友釣り

☚新城５１景の会写真
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前半の長篠城の攻防戦の項目終了
少し休憩を取りましょう！

・休憩後は決戦の地：
設楽原へ移動します。


